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Case 32-2012: A 35-Year-Old Man with Respiratory and Renal Failure 

(New England Journal of Medicine 2012 Oct 18; 367:1540-53.) 

 

【患者】35歳男性 

【主訴】呼吸困難, 貧血, 腎不全 

【現病歴】4 年前, 38.6℃の発熱を伴う腰痛・恥骨上部痛にて精査された. その際, 血尿, 蛋白尿を認め,  

Ceftriaxone が投与された. フォローアップを受けることを助言されたが患者は拒否した. 6 か月前から

疼痛・色調変化を伴わない両側の手指, 踝, 顔面のむくみを認めており, 数週間前から疲労感が出現した. 

2 日前から呼吸困難が出現増悪, 尿量の減少も見られた. 入院当日の早朝に近医受診したところ呼吸不全

の状態であり, 15l/minで酸素投与を行ったところ SpO2が 95%に改善したが, 6l/minにしたところ 81%

にまで低下. 再度 15l/minで 100%となったところで当院に救急搬送された.  

【既往歴】特になし 

【社会歴・生活歴】薬物摂取なし, 飲酒なし, 喫煙なし 

【アレルギー】特になし 

【家族歴】特になし 

【検査所見（近医, 入院当日）】体温 37.1℃, 血圧 152/79mmHg, 脈拍数 102回/分, 呼吸数 36回/分, SpO2 

91%(RA), 眼瞼結膜に貧血あり, 胸部聴診に異常なし. 

【入院時所見】 

<Vital> 体温 36.9℃, 血圧 173/89mmHg, 脈拍数 95回/分, 呼吸数 36回/分, SpO2 88%(RA), 100%(face 

mask). 

<身体所見> 皮膚・結膜は蒼白, 結膜経度黄染, 右側頭部・両側下部の頬に色素脱失, 鼻梁に色素沈着高

度. 両側肺底部に雑音, その他異常所見なし. 咳嗽, 胸痛, 体位による症状変化, 喀血, 熱感, 冷感, 盗汗, 

頭痛, 視野欠損, 角膜乾燥, 口腔乾燥, 関節痛すべて陰性.  

<血液検査> Mg, T-Bil, D-Bil, Lac正常, IgG高値, リウマトイド因子陰性, その他 Table1を参照. B型肝

炎ウイルス, C型肝炎ウイルス, 抗ヒストン抗体, parvovirus B19陰性, 便潜血陽性.  

<ECG> sinus tachycardia, 反時計回転, 非特異的な ST-T変化.  

<胸部 X線> 両肺野に透過性低下域あり, 特に右下葉に進展. 軽度心肥大.  

<胸部 CT> 両側肺門部のスリガラス状陰影, 小葉間隔壁の軽度肥厚, 少量の右胸水, 肺塞栓はなし.  

<経食道心エコー> 肺水腫の所見 

<腹部エコー> 腎臓の大きさ, 位置, エコー像は正常, 腎動脈の血流も保たれていた. 

<気管支鏡> 主気管支, 右下葉支に肥厚・発赤を有する粘膜が見られた.  

<BAL> 1回目：赤血球数 300/mm3, 白血球数 975/mm3 

4回目: 赤血球数 24500/mm3, 白血球数 1475/mm3, 多形核白血球 84%, リンパ球 1%, 単球 7%, マクロ

ファージ 8%. Gram 染色(-),真菌, ウイルス陰性. 細胞学的検査では急性の炎症所見と肺胞マクロファー

ジが認められ, 悪性細胞は認められなかった.  

<その他>6年前の検査にて,  RPR(+), TPHA(-), HIV抗原(-)であった.  

 



【入院後経過】 

入院時に furosemide と nitroglycerin が投与された. 2 時間後, 頻呼吸出現, 疲労感を訴え, 無尿となり, 

propofol, fentanyl 投与. 気管挿管, 人工換気開始され, ICU に入院. カテーテル留置し血液透析,輸血が

行われた. 塩化カリウム, グルコン酸カルシウム, bicarbonate, methylprednisoloneが投与された.  

入院 2 日目, 喀痰培養でごく少量の klebsiella が見られ, vancomycin, cefepime, ciprofloxacin 投与. 

Pneumocystis jiroveci, 異好抗体, ASO, anti-DNase B, 梅毒, HIVは陰性であった. その他は table1に

示す. 

 

これらの結果を受けて, ある診断的手技が行われた.  

 

 

Ceftriaxone：第三世代セフェム, furosemide：ループ利尿薬, nitroglycerin：狭心症薬,  

propofol：鎮静薬, fentanyl：ピペリジン系合成麻薬性鎮痛薬, methylprednisolone：ステロイド,  

vancomycin：グリコペプチド系抗生物質, cefepime：第四世代セフェム, ciprofloxacin：ニューキノロン

系抗生物質 



 



 

 

 

■ Problem List を挙げてください.  

■ 追加で検査したいことはありますか？ 

 



 

 

 


